
（ ）

事
業
概
要

実施の背景

目　的
（何をどうしたいのか）

21,143

千円

17,811 千円

千円

千円

図書館運営事業

あじさい館

事務区分

千円

千円

4.05 人

2.95 人

事業シート（概要説明書）

事業開始年度

作成責任者

担当局・部名 教育委員会

館長　宮本敏光

予算事業名 昭和38年

社会教育法、図書館法、市立図書館条例、市立図書館条例施行規則

上位施策事業名

　市民の生涯学習を推進するために資料や情報の提供を中心に、多様化する住民ニーズに応じ
られるよう、必要な図書資料・情報の収集と提供を行い、調査相談に応えるとともに利用者数
及び貸出資料の拡大を図り、学習機会の充実を図る。

23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

■直接実施

全市民、広域利用対象の近隣自治体住民、県内公共図書館

24年度（予算）

21,143 千円

3,332

国県支出金の内容

千円

15,002

事
業
費

千円

千円 33,200

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

6,130千円6,192

千円

担当課･係名

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

3.1 人人
件
費

8,3821.1

人

総事業費

かすみがうら市総合計画第３章第２節　生涯学習の充実

実施方法

対象者数（全住民に対する割合）

事業費合計 千円

対　象
（誰・何を対象に） ％

根拠法令等

■自治事務　　□法定受託事務

関連事業
（同一目的事業等）

8,797

　図書館は、社会教育法により社会教育の機関として位置づけられ、図書館法により教育と文化の発
展に寄与することを目的とし、資料の収集・提供と事業の実施及び調査相談の対応や学校教育への支
援等に努めなければならないとされている。

千円

千円

千円

人

100

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

コ
ス
ト

千円

人担当正職員

人件費合計

千円

国県支出金

千円

3.85 千円

3,020

臨時職員等 7,359

15,741

財源

内訳

地方債

21,933

人

1,113

千円

緊急雇用創出事業(震災)

一般財源

21,933 29,746財源合計

29,746

4

千円

17,800 千円

2.9

その他特財の内容

千円

29,746 千円

千円

千円

6,141

千円20,6641.1 人

・報酬　　　　　　　　　　135千円　　・報償費　　　　　　　　　231千円
・需用費　　　　　　　　　350千円    ・役務費　　　　　　　　　 98千円
・委託料　　　　　　　　　825千円    ・使用料及び賃借料　　　4,423千円
・負担金、補助及び交付金　 79千円

千円

千円

千円

千円

33,200 千円

24,167

6,205 千円

1.0 人6,205

千円

2,828

人 26,995

1.25 人 2,952

千円

33,200

千円

千円

千円

千円

事業費内訳
（平成23年度分）

・カウンター業務（本の貸出、返却、資料検索、予約、本の登録、利用カードの登録）
・資料の収集、保存
・レファレンス業務（課題解決）
・室内のレイアウト、特集コーナーの設置など読書環境の整備
・夏休み一日図書館員体験講座
・ボランティア団体（読み聞かせ・朗読・市読書会連合会）との連絡調整
・分館、県内の図書館との相互貸借
・市内小中学校、保育所との連携
・図書館協議会の開催
・読書週間記念作品募集及び表彰

基金繰入金
その他特財

2.6 人

人 23,616 4.1

事業番号１－８ 平成24年

ここから成果指標を導きます。



図書館運営事業

事業シート（概要説明書）

事業開始年度予算事業名 昭和38年

事業番号１－８ 平成24年

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

平成23年度
かすみがうら市と同程度の人口（茨城県内の市町村の開館日数、入館者数、貸出人数、貸出冊数、蔵書
数）
　　　　　　　　開館日数　　　入館者数　　　貸出人数　　　　貸出冊数　　 　蔵書数
下妻市　　　　　　288日　　　　191千人　　　　53,105人　　　237,931冊　　　160,192冊
常陸大宮市　　　　151日　　　　 27千人　　　　16,840人　　　 55,642冊　　　162,496冊
稲敷市　　　　　　244日　　　　 32千人　　　　31,542人　　　121,572冊　　　156,849冊
つくばみらい市　  279日　　　　 38千人　　　　38,268人　　　158,918冊　　　143,117冊
阿見町　　　　　  293日　　　　 70千人　　　　53,617人　　　213,694冊　　　139,113冊

2,356

11,39212,487

80,209

登録者数

88,308

278日

冊

図書蔵書数

Ｈ22年度

入館者数に比べ図書館利用カードの登録者が少ないが、より多様化する市民のニーズに応じた
図書資料の充実と情報の提供を行った。

単位

86,25394,821

開館日数

・今後の事業の方向性
　住民の知る権利を充たし、生涯学習を通し、豊かな人生を送るための施設を提供することは自治体の
責務であることから継続する。

・課題
　視聴覚機器の盗難及び迷惑行為が行われたため、子どものみでも安心して利用できる環境整備をした
い。

視聴覚資料閲覧回数 回

78,427

75

入館者数 人

年間貸出冊数

45,507 46,107

281

80,096

281

Ｈ21年度

2,180

11,910

【成果指標名】

2,181

Ｈ23年度

人

47,382

Ｈ23年度

Ｈ21年度

118107

Ｈ22年度

特記事項

単位当たりコスト

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

昭和38年全国初の農村モデル出島村立図書館として、時代の移り変わりに即応した人づくりや村づくり
を目指し開館しました。平成10年4月から現在のあじさい館内にパソコンによる図書検索システム、視聴
覚コーナー、子どものひろば、児童コーナー及び他の公共図書館との相互貸借をシステム化し、新しい
時代の要請に応える近代的な図書館に生まれ変わりました。

【活動指標名】

開館日数

活動実績

千円

冊

／総事業費

単位

事
業
成
果

成果
（目標達成状況）

成果目標
（指標設定理由等）

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。



（ ）

（ ）

（ ）

千円

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

団体概要

役
職
員

（単位：人）

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 図書システム改修委託 事業開始年度 平成23年度

千円

国からの財政支出金

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

システム化されている図書資料の貸出・予約システムをｗｅｂメールを利用して出来るようシステムを改修してより良いサービ
ス環境を整備した。受託業者については、図書システムの機器保守業者に随意契約をした。

当該事業の
団体における
収支状況

279 千円

千円

279

補助金 千円

千円

千円

資本金

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

株式会社　茨城計算センター

千円 279

千円

支出収入

千円

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）常勤

千円

うち
（出向／OB） 監事

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

市出資金

その他

出資比率

総計

％

非常勤

役員

千円

千円

千円

図書システム改修

　 Webメール機能の設定

　 Webメール機能の動作確認

　Webメール機能作業報告資料作成

千円

千円

千円

279

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 千円 総計 千円

その他 千円

その他 千円

その他

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 千円 収支差 千円

平成23事業番号１－８ 平成24年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
 
 

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
 



（ ）

（ ）

（ ）

その他

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 千円 収支差 千円

その他 千円

総計 千円

その他 千円

千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 千円

千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 千円

県からの財政支出金

図書システム機器保守

　業務サーバ　5機器

　Ｗｅｂ用ＤＢサーバ　5機器

　ＷＷＷサーバ　5機器

　一般端末　4台4機器、スポット1機器

千円

千円

千円

546

千円

　ＨＨＴ携帯用　3機器

千円

千円

出資比率

総計

％

非常勤

役員

うち
（出向／OB） 監事

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

市出資金

その他

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）常勤

株式会社　茨城計算センター

千円 546

千円

支出収入

千円

補助金 千円

千円

千円

資本金

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

国からの財政支出金

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

　市立図書館及び分館では、図書、視聴覚資料等すべてコンピューターで管理され、貸出・返却業務、利用者の蔵書検索等
も連動するようシステム化されております。管理しているデータは、図書の詳細情報、貸出・返却情報、図書館利用カード保
持者の利用情報があります。図書システムを円滑及び安全に使用していくために図書情報すべてのデータ及び保守管理業
務を委託しているものです。また、受託業者は、図書システムを導入した当初から委託していることから図書館業務の作業
形態を熟知しており、アフターサービスも充実していることから随意契約によって事業継続している。

当該事業の
団体における
収支状況

546 千円

千円

546 千円

団体概要

役
職
員

（単位：人）

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 図書システム機器保守委託 事業開始年度 平成20年度

千円

　利用者開放端末　4台2機器、スポット1機器千円

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

平成23事業番号１－８ 平成24年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
 
 

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
 



（ ）

（ ）

（ ）

その他

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 92 千円 収支差 5 千円

その他 会費等 47 千円

総計 87 千円

その他 千円

千円

委託料・指定管理料 千円 千円

補助金 45 千円

千円 管理費 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 87 千円

県からの財政支出金

会議費

事業費

報償費

事務費

千円

千円

1

千円

会費等

千円

千円

千円

総計

％

非常勤 うち
（出向／OB） 監事

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金 20

6

職員

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）

市出資金

常勤

役員

支出収入

千円

その他

その他

出資比率

千円

千円

委託料・指定管理料

総計

かすみがうら市読書会連合会

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

市内の読書関係組織相互の綿密な連絡調整と各団体の自発的研修により、読書の楽しさ、面白さを広め、活字文化の普
及を図り読書会活動を推進するため、会の事業に要する経費に対し補助金を行っている。

当該事業の
団体における
収支状況

千円

47 千円

92

補助金 千円

千円 87

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 読書会連合会補助金 事業開始年度 平成１８年度

国からの財政支出金

団体名

千円 60

財務諸表URL

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

千円

千円45

団体概要

役
職
員

（単位：人）

かすみがうら市内読書関係団体９団体から選出された代表で構成されている。事業としては、総会の開催、文庫のつどい
（合同読書会・講演会）の開催、文集の発行、視察研修会の開催を毎年実施している。

千円

千円

平成23事業番号１－８ 平成24年度 
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。
 
 

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。
 



補足説明資料 

 
平成２３年度事業実績について 

                                   《図書館本館・分館》 

事業名 実施日 参加者 内  容 

朗読テープ

の作成・朗読

会の実施 

4月～3月 

100名 

（延べ） 

視覚障害者・高齢者向けの朗読テープの作成及び

配布を朗読ボランティアにより実施した。 

・ 作成本数：霞ヶ浦地区 12 本、千代田地区 60

本） 

71名 

(延べ) 

特別養護老人ホーム「ふるさと」や老人ホーム「ピ

ソ天神」にてボランティアによる朗読会を実施し

た。 

・ ふるさと 36人、ピソ天神 100人 

朗読講座 7月・9月 30人 
朗読ボランティアを対象に、講師を迎えて２回実

施した。 

特設コーナ

ーの設置 
4月～3月  

館内の一角にコーナーを設けて、時節に合わせた

図書を展示・貸出をした。 

霞ヶ浦コー

ナーの設置 
4月～3月  

館内の一角にコーナーを設けて、かすみがうら関

係の資料等を展示・貸出をした。 

・ 文化人コーナー 國司華子さん 

日本美術院賞受賞作品展示 

・ 郷土文学者コーナー 

歌人 神戸 節｢その歌と生涯｣ 

霞ヶ浦畔が生んだ俳人松澤鍬江の「人生旅情」

「教学一筋の道今宮千勝先生の輝かしい足跡」

「病臥四十年折本左衛介生涯歌一筋の道」と題

し、宮下英雄さんによる寄稿文を展示。 

エッセイ集「わすれ花－八十路の彩、昭和生ま

れのわすれ花」宮下英雄著者を展示 

 茨城文学賞 短歌部門受賞 

 岡田恭子「歌集水鏡」展示 

コピーサー

ビス 
4月～3月  

図書館の資料に限って、法律に基づいてコピーサ

ービスを実施した。 

・白黒 １枚 １０円 

・カラー１枚 ５０円 

ミニ文庫 ４～3月 
配本冊数 

1,917冊 

郵便局・公共施設並びに事業所にミニ文庫を設置

し、図書のサービスを図った。 

・ 分館からの配本 

下稲吉郵便局     ２３７冊 

中央出張所    １，０５９冊 

雪入りふれあいの里 ６２１冊 

 



資料の相互

貸借事業 
4月～3月 363件 

利用者の希望により、利用者に代わり、 

県立図書館をはじめ、県内の公立図書館から資料

を借受け、貸出をした (相互貸借)。また、貸出し

図書の予約サービスを実施した。 

・ 相互貸借事業 

他館からの借受け  214件 

他館への貸出し    149件 

館内視聴覚

資料開放事

業  

4月～3月 
2,180人 

(延べ) 

来館者に図書館内設置機器での視聴覚資料の鑑賞

を実施した。 

 

インターネッ

トサービス 
4月～3月 516人 

1 人につき 1 日 1 回３０分を基本に無料開放をし

た。 

（延長回数 129回含む） 

 

夏休み一日

図書館員体

験 

8月 18日・

19日 
20人 

市内の小学４年生～６年生を対象に図書館の仕事

を体験学習した。 

図書館クイ

ズ 
7月～8月 172人 

夏休み期間中館内において、読書意欲向上を目的

に、図書の書名当て及び登場人物当て等のクイズ

を３回実施した。 

１回５９人、２回３５人、３回７８人 

職場体験学

習 

8月 2日 

～  

3日  

10人 

働くことの意義や目的を考える機会とするため、

図書館において職場体験学習を行った。 

・ 参加者内訳：南中学校３名 

      下稲吉中学校７名 

お話会及び 

読聞かせ会 

毎月第 2土

曜日 

 

184人 

(延べ) 

本館 

市の読書会｢石のスープの会｣により図書館子ども

の広場にて１１回実施した。 

 

４～3月 

大塚児童

館 

稲吉児童

館 

新治児童

館 

分館 

市の読み聞かせグループ「つくしんぼ」により子どもた

ちに物語の楽しさ伝え、本に親しむ環境作りを与える

ことを目的に読み聞かせ会を実施した。 

  

7月 536人 

分館 

市の読み聞かせグループ「つくしんぼ」により市内各

保育所、幼稚園、老人ホーム等に出向いて読み聞か

せ会を行った。(７施設) 

 

１１月 463人 

分館 

市の読み聞かせグループ「つくしんぼ」により市内各

保育所、幼稚園で読み聞かせ会を行った。(５施設) 

 



文庫のつどい 

｢合同読書会」 
10月 29日 21人 

市の読書会連合会加盟団体９団体による合同読書

会及び交流会を市読書会連合会と共催した。 

・課題図書 ｢くじけないで｣ 

・ 助言者：宮下英雄 先生 

・ 場所：千代田公民館 

文庫のつどい 

｢講演会」 
11月 19日 34人 

市読書会連合会及び市民を対象に講演会を市読書

会連合会と共催した。 

・講師：鈴木喜代春 先生 

・演題：｢本から学ぶ生きる力｣ 

・場所：千代田公民館 

秋の読書週

間作品募集

及び表彰 

10 月 27 日

から 

11月9日ま

で 

161人 

（延べ） 

秋の読書週間にあわせ、読書感想文、標語、ポス

ター・習字等の作品を募集して図書館内に展示し、

図書館協議会委員に審査を依頼し、優秀作品に賞

状・記念品を授与した。(出展数：一般 18 点、小

中学生 143点) 

図書館協議

会の開催 

５月 

１０月 

３月 

 

図書館の運営に関し館長の諮問に応じるととも

に、図書館奉仕につき館長に対して意見を伺った。

（委員：10名 任期：2年） 

  

○貸出冊数  本館                         

一般図書 児童図書 紙芝居 参考図書 ＣＤ・DVD ビデオ 

36,455 

 
24,507   624   27  5,880  1,085 

雑誌 その他 合      計 

3,840 7,791 80,209冊（73,254冊） 

※（ ）内は、昨年度の実績です。   

○貸出人数                                

 

○入館者数 本館                 （人） 

一般 児童・生徒 合    計 

33,817 11,690 45,507（47,382） 

※（ ）内は、昨年度の実績です。 

 

○平成２３年度貸出状況 分館 

（１）貸出冊数                          

一般図書 児童図書 紙芝居 参考図書 ＣＤ・DVD ビデオ 

3,015 3,144 1 1 ― 1 

雑誌 その他 合      計 

67 63 6,304冊（7,907冊） 

 

（２）貸出人数  １，８９１人（２，１５２人） ※（ ）内は、昨年度の実績です。 

 

２２，５１２人（２０，６３３人）※（ ）内は、昨年度の実績です。 



 

 

○かすみがうら市立図書館の概要 

 所在地：かすみがうら市深谷３７１９番地１（あじさい館内） 

 職員数：７名（内専任１名・兼任１名・嘱託職員１名・臨時職員４名）司書資格者６名 

 開館日：平成 10 年４月 8 日 

 規 模：鉄筋コンクリート造、平屋建 1,127 ㎡ 

     TEL 029－897－0647  FAX 029－897－0385 

 

○かすみがうら市立図書館千代田分館の概要（千代田公民館内） 

 所在地：かすみがうら市上佐谷９９１番地５ 

 職員数：１名（内兼任１名） 

 開館日：昭和 53 年 12 月 1 日 

 規 模：鉄筋コンクリート造、２階建 85.04 ㎡（千代田公民館内） 

     TEL 0299－59－5252 FAX 0299－59－5253 
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